














図１は，1950 ～ 1990 年に出版された教科間結合に関する単行本と雑誌『学校の博物』
『学校の生物』『学校の物理』『学校の化学』『ソビエト教育学』に掲載された教科間結合に
関する論文（教科間の関連性に関する論文も含む）の数の変遷を示したものである。
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それに対して，1973 年 10 月に開催された中等学校の科学の基礎の教授過程における教
科間結合に関する全連邦会議，さらに 1975 年 12 月に開催された教授法研究会議第３回総
会は，まさに教科間結合を中心テーマとするものであった。
２ 中等学校の科学の基礎の教授過程における教科間結合に関する全連邦会議







































































































１ ソ連共産党第 25 回大会と決定「普通教育学校の生徒の教授学習と訓育およびその労
働への準備の一層の改善について」
1976 年２月，共産党第 25 回大会において，共産党中央委員会書記長ブレジネフはその
報告の中で，科学技術革命の時代の要請に応じて教育を改善しなければならないと指示し
た。
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гика，№ 5，1974，стр．153-156．
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№ 4，1978，стр．30．
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表１ 生物の教授要目案 (1978) の項目「教科間結合」における隣接教科（学習テーマ別）










































2 1. 顕花植物に関する一般的知識 4･5 ○ ○ 2
3 2. 細胞 0
4 3. 種子 4･5 ○ ○ 2
5 4. 根 4･5 ○ ○ 2
6 5. 葉 4･5 ○ ○ 2
7 6. 茎 5 ○ 1
8 7. 顕花植物の栄養繁殖 5 ○ 1
9 8. 花と果実 5 ○ 1
10 9. 植物－統一的な有機体 4･5 ○ ○ 2
植物学（第６学年）
11 1. 顕花植物とその分類 4～6 ○ ○ ○ 3
12 2. 植物の基本的なグループ／植物界の多様性 0
13 2. 植物の基本的なグループ／バクテリヤ 5 ○ ○ 2
14 2. 植物の基本的なグループ／藻類 5 ○ 1
15 2. 植物の基本的なグループ／菌類 5 ○ 1
16 2. 植物の基本的なグループ／地衣類－共生体 0
17 2. 植物の基本的なグループ／蘚類 4 ○ 1
18 2. 植物の基本的なグループ／シダ植物 4 ○ 1
19 2. 植物の基本的なグループ／裸子植物 4･5 ○ ○ 2
20 2. 植物の基本的なグループ／被子（顕花）植物 4･6 ○ ○ 2
21 3. 地球における植物界の発達 0
22 4. 植物群生 5･6 ○ 1
動物学（第６学年）
23 導入 0
24 1. 原生動物 4～6 ○ ○ ○ 3
25 2. 腔腸動物 4～6 ○ ○ ○ 3
26 3. 扁形動物，円形動物 5･6 ○ ○ 2
27 4. 環形動物 4 ○ 1
28 5. 軟体動物 4 ○ 1
動物学（第７学年）
29 夏期の課題のまとめ 0
30 6. 節足動物 5～7 ○ ○ ○ 3
31 7. 脊索動物／ナメクジウオ 0
32 7. 脊索動物／魚類 6 ○ ○ ○ 3
33 7. 脊索動物／両生類 4･6･7 ○ ○ 2
34 7. 脊索動物／は虫類 7 ○ 1
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35 7. 脊索動物／鳥類 6 ○ 1
36 7. 脊索動物／哺乳類 4･6 ○ ○ 2
37 8. 地球における動物の分布／動物界の保護 6 ○ ○ 2
38 9. 地球における動物界の発達 6 ○ 1
人体解剖学・生理学・衛生学（第８学年）
39 導入 0
40 1. 人体の一般的概観 5～7 ○ ○ ○ ○ 4
41 2. 支持・運動系 5･7 ○ ○ ○ 3
42 3. 血液 6･7 ○ ○ ○ 3
43 4. 血液循環 7 ○ 1
44 5. 呼吸 6～8 ○ ○ ○ 3
45 6. 消化 7 ○ 2
46 7. 物質交代 6～8 ○ ○ 2
47 8. 排出 7 ○ 1
48 9. 皮膚 7 ○ 1
49 10. 神経系と感覚器官 0
50 11. 感覚器官 0
51 12. 高次神経活動 0
52 13. 内分泌腺 0




56 1. ダーウィン以前の時代の生物学の一般的特徴 6～8 ○ ○ ○ 3
57 2. ダーウィンの進化論 5～8 ○ ○ ○ ○ ○ 5
58 3. 有機世界の進化の証拠 5･6･8 ○ ○ ○ 3
59 4. 有機世界の発達 5～7 ○ ○ ○ 3
60 5. 人間の起源 5･8 ○ ○ ○ 3
一般生物学（第 10 学年）
61 6. 細胞の化学的構造 7～10 ○ ○ 2
62 7. 細胞の構造と機能。細胞の進化 5･6･8･10 ○ ○ ○ ○ 4
63 8. 細胞における物質交代とエネルギーの変態 5～9 ○ ○ ○ ○ ○ 5
64 9. 地球における生命の起源と初期の発達 10 ○ ○ 2
65 10. 有機体の生殖と発達 5～8 ○ ○ ○ 3
66 11. 遺伝の基本的法則 0
67 12. 変異の法則性 0
68 13. 植物，動物並びに微生物の品種改良 7･8 ○ ○ ○ 3
69 14. 人間の遺伝学 8･10 ○ ○ 2
70 15. 有機体と環境 5～7･10 ○ ○ ○ ○ 4
71 16. 生物圏と人間 5～10 ○ ○ ○ ○ ○ 5




表２ 物理の教授要目案 (1978) の項目「教科間結合」における隣接教科（学習テーマ別）














































1 1. 導入 4･5 ○ ○ ○ 3
2 2. 物質構造に関する初歩的知識 4･5 ○ ○ ○ ○ 4
3 3. 運動と力 3～5 ○ ○ ○ ○ 4
4 4. 液体と気体の圧力（水力学と空 4･5 ○ ○ ○ 3
5 5. 仕事と仕事率 3～5 ○ ○ ○ 3
物理（第７学年）
熱現象
6 1. 熱の移動と仕事 3～5 ○ ○ ○ ○ ○ 5
7 2. 物質の集合状態の変化 3～5 ○ ○ ○ ○ 4
8 3. 熱機関 3 ○ 1
電気
9 1. 原子の構造 4･7 ○ ○ 2
10 2. 電流の強さ，電圧，抵抗 4～6 ○ ○ ○ 3
11 3. 電流の仕事と仕事率 3～6 ○ ○ 2
12 4. 電磁現象 3～5 ○ ○ 2
物理（第８学年）
力学
13 1. 力学の基礎的概念 5～8 ○ ○ 2
14 2. 非等速度運動／非等速直線運動 7 ○ 1
15 2. 非等速度運動／曲線運動 4～7 ○ ○ 2
16 3. ニュートンの運動法則 7･8 ○ 1
17 4. 自然界の力 6･8 ○ ○ 2
18 5. ニュートンの運動法則の利用 7･8 ○ 1
19 6. 静力学の基礎 7･8 ○ ○ 2
20 7. 物体の運動量。運動量保存則 4･7 ○ ○ 2
21 8. 仕事とエネルギー。エネルギー保存則 8 ○ ○ 2
物理（第９学年）
分子物理学
22 1. 分子運動理論の基礎 6～8 ○ ○ 2
23 2. 熱現象，熱力学第一法則 8 ○ 1
24 3. 蒸気，液体，固体の性質 8･9 ○ 1
電気力学
25 1. 電場 7･8 ○ 1
26 2. 直流／電流の法則 6･8 ○ 1
27 2. 直流／さまざまな媒体における電流の通過 8･9 ○ ○ 2
28 3. 電流の磁場 7･8 ○ 1
29 4. 電磁誘導 0
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30 5. 物質の磁気的性質 0
物理（第 10 学年）
振動と波
31 1. 力学的振動 9･10 ○ 1
32 2. 電磁振動と交流 9･10 ○ 1
33 3. 電気エネルギーの生産，移送と利用 9 ○ ○ 2
34 4. 力学的振動，音 0
35 5. 電磁波 8･10 ○ 1
光学
36 1. 導入 0
37 2. 幾何光学 5･6･9 ○ ○ ○ ○ ○ 5
38 3. 光波 0
39 4. 相対性理論の基礎 10 ○ 1
40 5. 放射とスペクトル 9･10 ○ ○ 2
41 6. 光量子，光の作用 5･9 ○ ○ 2
原子と原子核の物理学
42 1. 原子の物理学 5･9 ○ 1
43 2. 原子核 7～10 ○ ○ 2
44 3. 核エネルギー，その入手と利用 10 ○ 1
45 4. 素粒子 0
46 5. まとめの講義 10 ○ 1





表３ 化学の教授要目案 (1978) の項目「教科間結合」における隣接教科（学習テーマ別）


































1 1. 初歩的な化学的概念 4･6 ○ ○ 2
2 2. 酸素，酸化物，燃焼 4･5･6 ○ ○ ○ 3
3 3. 水素，酸，塩 4･7 ○ ○ 2
4 4. 水，溶液，塩基 4･6 ○ ○ 2
5 5. 無機化合物の基本的な種類に関する知識の一般化 0
化学（第８学年）
6 第 7 学年の課程の基本的な問題の復習 0
7 1. 化学式と化学方程式による計算 6 ○ ○ 2
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8 2. デ・イ・メンデレーフの化学元素の周期律と周期表 7 ○ 1
9 3. 物質の構造 0
10 4. ハロゲン 0
11 5. 酸素亜族。化学反応の法則 8 ○ ○ 2
化学（第９学年）
12 第 8 学年の課程の基本的な問題の復習 0
13 1. 電離理論 7 ○ 1
14 2. チッ素亜族 5･7･8 ○ ○ ○ 3
15 3. 炭素亜族 7～9 ○ ○ 2
16 4. 金属の一般的性質 9 ○ 1
17 5. 元素の周期表における主亜族の金属 0
18 6. 元素の周期表における副亜族の金属 0




21 1. 有機化合物の化学構造理論 0
22 2. 飽和炭化水素 9 ○ 1
23 3. 不飽和炭化水素 9･10 ○ ○ 2
24 4. 芳香族炭化水素 0
25 5. 炭化水素の天然源 8 ○ 1
26 6. アルコールとフェノール 0
27 7. アルデヒドとカルボン酸 0
28 8. エステル，脂肪 10 ○ 1
29 9. 炭水化物 10 ○ 1
30 10. アミン。アミノ酸。タンパク質 10 ○ 1
31 無機及び有機化学に関する知識の一般化 ○ ○ ○ 3
合 計 出 現 度 数 4 2 4 14 1 6 1 32
注）○は項目「教科間結合」に記述された隣接教科を示している。隣接教科としての生
物については，植物学，一般生物学の各課程に分けて示している。
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表４ 天文の教授要目案 (1978) の項目「教科間結合」における隣接教科（学習テーマ別）
































1 1. 導入 4･5～7 ○ ○ 2
2 2. 太陽系の構造 4～8 ○ ○ ○ ○ 4
3 3. 太陽系の天体の物理的性質 4～10 ○ ○ ○ 3
4 4. 太陽と星 4･6～10 ○ ○ 2
5 5. 宇宙の構造と進化 10 ○ ○ ○ 3
合 計 出 現 度 数 4 1 4 1 2 1 1 14
注）○は項目「教科間結合」に記述された隣接教科を示している。隣接教科としての生
物については，一般生物学のみが示されている。







隣 接 教 科 と そ の 出 現 度 数
自然科 生 物 物 理 化 学 天 文 数 学 労働教授 地 理 歴 史 社 会 計
生 物 71 17 15 44 13 9 0 2 13 19 3 3 121
物 理 46 6 12 8 0 6 2 22 16 7 6 1 80
化 学 31 13 4 6 14 0 0 1 0 6 0 1 32
天 文 5 0 4 1 4 0 0 1 0 2 1 1 14
計 153 36 35 59 31 15 2 26 29 34 10 6 247
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